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　オオカマキリは小諸では一番多いカマキリで、灌
かんぼく

木に
産卵することが多い。卵はスポンジのようなものに包ま
れている。これは母カマキリが産卵しながら粘液を出し、
お尻を動かして泡立てて作ったものだ。中には多いもの
では 300 近くもの卵が入っている。卵のうと呼ばれる
このケースは卵を乾燥や外敵から守ってくれる。
　それでも卵にも敵は多い。秋にはオナガヤドリコバ
チというとても小さいハチがカマキリの卵のうに長い
針をつき刺して卵を産む。体長は 3mm ほどしかないが
5mm ぐらいの産卵管を持っている。ヤマガラやシジュ
ウガラも大敵だ。
　雪の多い年は、カマキリの卵は高いところに産まれる
との研究があるそうだ。それは新潟での話しで、真偽は
確かではない。小諸ではそもそもオオカマキリは低いと
ころに卵を産むことが多い。けれど小諸は元々雪が少な

く、本当は雪に
埋もれるぐらい
が乾燥から身を
守るのに良いと
思う。

オオカマキリの卵のう

～ 日本を代表する広告・グラフィックデザインの作品展 ～ンの作品展 ～

日本のアートディレクション展 2020-2021　　　　　　20-2021　　　　　　
【同時開催】2021 長野 ADC 展　

　日本の広告・デザイン界を代表する「東京アートディレク
ターズクラブ（通称：ADC）」主催の公募展「日本のアートディ
レクション展 2020 － 2021」と、長野県内の広告・デザイ
ン界で活躍している「長野アートディレクターズクラブ（通
称：長野 ADC）」の「2021 長野 ADC 展」を小諸高原美術
館で同時開催します。
　本年度の「日本のアートディレクション展 2020-2021」
では、昨年度と今年度の 2 年分の優秀作品を展示します。

「長野 ADC」は、県内に在住するクリエイターが参加して
いる組織で、長野県の広告・デザイン界の牽引役としての位
置を占めています。
　日本と信州の最先
端のデザイン作品を
同時に観ることがで
きるのは、小諸高原
美術館だけです。テ
レビや大手メディア
など日常的に見かけ
ることのあるデザイ
ン広告作品が展示さ
れます。
この機会にぜひお出
かけください。

▶会　期　1/9 ㈰ ～ 2/11 ㈮　9:00 ～ 16:00
▶会　場　市立小諸市高原美術館・白鳥映雪館
　　　　　第 1・第 2 展示室、市民展示室
▶観覧料　無料
▶休館日　１㈯～８㈯、11 ㈫、17 ㈪、24 ㈪、31 ㈪
　（1 月）

問　小諸高原美術館・白鳥映雪館　☎ 26-2070


